
平成22年7月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年8月1日～平成22年1月31日) 

平成22年7月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年8月1日～平成22年7月31日） 

修正の理由 
平成22年7月期第2四半期累計期間の修正理由 
 売上高につきましては、当初計画に対して183百万円減少し、1,217百万円の見込みであります。主な理由は、建設事業
におきまして、当社施工前の他社工事案件の不具合が原因で工事着工が長引き101百万円工事未達現場があった他、併
せて工事着工遅れにより172百万円減少し、また、ＯＬＹリース等の売上が計画に対し9百万円下回ったためであります。 
 営業利益につきましては、当初計画に対して32百万円減少し、122百万円の営業損失見込みであります。 
 主な理由は、建設事業における、工事着工遅れによる売上減少に伴う利益の減少24百万円と不動産事業等におけるＯＬ
Ｙリース等が計画を9百万円下回ったためであります。 
 経常利益につきましては、当初計画に対して31百万円減少し、127百万円の経常損失見込みであります。主な理由は上
記の理由と同様であります。 
 四半期純利益につきましては、当初計画に対して29百万円減少し、127百万円の四半期純損失見込みであります。 
 これに伴い、１株当たり当期純利益も△1円65銭と修正いたします。 
 
平成22年7月期通期の修正理由 
 売上高につきましては、当初計画に対して400百万円減少し3,100百万円の見込みであります。主な理由は、建設事業に
おきまして、工事着工遅れの影響による減少と予定受注物件の期ずれにより131百万円の減少、不動産事業等におきまし
て、土木工事の減少等によりＯＬＹリース使用現場が減少していることによる28百万円の減少、また、不動産市況の回復が
遅れているため、不動産案件の販売が当初の予定より240百万円減少の見込みとなったことによるものであります。  
 営業利益につきましては、売上高の減少はあるものの、個別工事毎に予算を見直し、徹底した原価削減を実施し、また、
人員を工事毎に適材適所に配置すること等により当初計画どおり15百万円の見込みであります。 
 経常利益につきましては、当初計画に対して2百万円減少し8百万円の見込みであります。主な理由は受取利息の収入
減と費用増加見込みによるものであります。 
 当期純利益につきましては、上記要因はあるものの、第２四半期実績を勘案し、当初計画のとおり6百万円の見込みであ
ります。 
 これに伴い、１株当たり当期純利益も0円09銭と当初計画どおりの見込みであります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年9月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,400 △90 △96 △98 △1.26
今回発表予想(B) 1,217 △122 △127 △127 △1.65
増減額(B-A) △183 △32 △31 △29
増減率(%) △13.1 △35.6 △32.3 △29.6
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年7月期第2四半期）

1,546 △158 △147 △221 △2.86

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,500 15 10 6 0.09
今回発表予想(B) 3,100 15 8 6 0.09
増減額(B-A) △400 ― △2 ―
増減率(%) △11.4 ― △20.0 ―
（ご参考）前期実績 
（平成21年7月期）

2,755 △337 △319 △497 △6.42
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